
2

当研究所は、東京ビッグサイト（東京・お台場）で開催された
国際海事産業展「SEA JAPAN 2012」（４月18 ～ 20 日）の
Japan パビリオンにブース出展しました。最新の研究動向・成果
をパネルや映像で紹介するとともに、スターリングエンジン実機
や浮体式洋上風力発電実験機などを展示し、当研究所の誇るコ
ア技術の一端を見ていただきました。

今回の出展社数は 27の国・地域から 466 社（このうち海外
189 社）。前回（2010 年）の 389 社を上回る規模の国際海事展
となり、３日間合計の展示会来場者は17,728 名を数えました。

当研究所は日本舶用工業会が実施した「Japan パビリオン」の
テーマゾーンに出展しました。展示スペースは約 50 ㎡と過去に例
を見ないほどの広さとなり、ここにスターリングエンジンの実機や
浮体式洋上風力発電実験機をはじめ、ＥＣＯ運航支援システムＣ
ＰＰ模型、巡回点検支援システム、ＦＬＮＧ・シャトルタンカー風
洞模型、実海域水槽使用模型などを展示したほか、パネルやＰＣ
を使ってＦＬＮＧバーシングシミュレータデモや環境対応型運航支
援システム、HOPE Light、ＣＦＤ、ＮＭＲＩＷなどの各種成果を
紹介しました。さらに艤装・電装工事の紹介ビデオや海難事故再
現ビデオなどを上映するとともに、大型モニターを使って海技研
や実海域再現水槽を紹介しました。

また、開催期間中の19 日には展示会場内で海技研セミナーを
開催しました。セミナーは、全体テーマとして「環境負荷低減技術」
を掲げ、５人の研究者がそれぞれ最新研究の成果を報告。来場者
は講演を重ねるごとに増え、最後の講演（洋上再生エネルギー開発・
井上俊司系長）では150 人を超え、立って聴講する人々の姿も多
く見られました。聴講者は５つの講演で延べ 652 人を数え、好
評裡に閉幕しました。
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